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スキルス胃がんはがん細胞が粘膜下に広く浸潤し、診断時にはすでに腹腔内にがん細胞が散ら

ばった腹膜播種という転移状態になっていることが多いため 5 年生存率 7%未満という難治性が

んである。組織学的には胃壁表面の粘膜層に腫瘍形成がなく粘膜下層以深の組織中に低分化腺癌

もしくは印環細胞癌の癌巣が散在したものであるため内視鏡像から診断することは難しく、生検

によってもがん組織が得られない場合もある。そのためミクロな組織学的異形成をマクロに検出

できる手法が求められている。我々は円偏光を組織に照射しその散乱光の偏光状態の変化から組

織内の主な散乱体である細胞核の形状変化を検知する手法、円偏光散乱法によるがん組織の検出

や深達度計測についてこれまで報告してきた[1-3]。今回はこの円偏光散乱法を用いた健常組織中

に一定割合で散在するがん細胞、すなわちスキルス胃がんの検出の可否をモンテカルロ(MC)シミ

ュレーションにより検討したので報告する。 
Figure (a) に示す光学配置に対して MC シミュレーションを実施した。疑似生体組織内に細胞核

径がそれぞれ 5.9 µm、11.0 µm の健常細胞および腺癌細胞が散在しているとして、全細胞核に対す

る低分化腺癌の割合𝑟𝑟𝑠𝑠に対する散乱光の円偏光度(DOCP)の依存性を調べた。波長 600 nm および

950 nm の入射光に対する結果を Fig. (b) に示す。低分化腺癌の割合𝑟𝑟𝑠𝑠に対して DOCP は比較的線

形的な変化が見られた。偏光度検出の分解能を 0.1 と仮定すると 20％程度のがん細胞の存在を検

出できると考えられる。今回はモデル化しやすい腺癌細胞のみを考慮したが、今後は印環細胞癌

も含めた系についても検討を進める。 
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